


理事（教育担当）・副学長

山本  俊彦

機構長あいさつ

地域人材教育開発機構

三重大学は、地域貢献大学として、三重県の文化や
産業を結んだ地方創生を担う人材の育成、さらには、
学際的・総合的な視野を持ち国際的にも活躍できる
高度専門職業人の育成に向けた機能の強化を目指し
ています。
「地域人材育成推進会議」を通じて得たステークホ
ルダーの方からの助言や提言を今後の教育の改革と
開発に結び付けるため、「地域人材教育開発機構」を
設置しました。
本機構では、改革や改善をリードし新しい教育の内
容や方法を提起するファシリテイト機能やデザイン機
能を重視します。さらには、各学部・研究科の特色や要
望に応じて出された提案を調整するカスタマイズ機能、
教育・研究の実践支援や後押しをするサポート機能、
コンサルティング機能に取組みます。
これらの機能を発揮することで本機構が全学をつな

ぐ「ギア」となり、体系的なカリキュラムを開発し、地域
人材の育成を推進していきます。

各部局等との連携・協働を通して、三重大学の教育目標の達成
に向けた教育諸活動の創造・開発を推進するとともに、地方創生に
資する地域人材育成の学位プログラム・教育の質保証に向けた取
組を支援することを目的としています。
この目的の達成のため、既存の組織を再編し、教育改革をより
推進できる体制として設置しました。
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アクティブラーニング・教育開発部門
●本学の教育実践に関する質保証並びにカリキュラムの開発及び支援
●各学部等におけるアクティブラーニングの開発及び支援　他

教学ＩＲ・教育評価開発部門
●教学ＩＲデータの収集・分析
●ルーブリックの作成、教育評価方法の開発及びその支援　他

大学図書館・学習支援部門
●情報資源を効果的に探索・収集し評価する情報リテラシー教育の開発
●全学における学習・教育支援環境としての附属図書館の機能強化に関すること

グローバル人材教育開発部門
●地域で活躍するグローバル人材育成教育の開発
●全学の留学生向け日本語教育の推進並びに国際通用性の強化に向けた専門
英語教育の支援　他

インターンシップ・キャリア教育開発部門
●本学におけるインターンシップの取組強化に関すること
●教養教育及び専門教育におけるキャリア教育科目の開発に関
すること　他

エンロールメント・マネジメント部門
●アドミッション情報の収集・分析に関すること
●地域人材育成を目的とした入学から卒業までを一貫して支援
するエンロールメント・マネジメント活動に関することｅラーニング・教材開発部門

●eラーニング環境の整備及びeラーニング教材の開発
●ラーニングコモンズ等の教室外学習環境の整備及び充実に関すること　他

地域創発部門（地域創発センター）
●本学における地域人材育成教育の推進
●若者の地域理解を深めるための産官学民連携による取組　他

三重大学の教育目標
幅広い教養の基盤に立った高度な専門知識や技術を有し、
地域のイノベーションを推進できる人材を育成するために、
「4つの力」を養成する。

三重大学では、三重県内13高等教育機関
と協働して、三重創生ファンタジスタの養成
を行っています。
三重創生ファンタジスタは、主に三重県内
地域の特色を学び、地域が抱える様々な課題
について解決策を提案できる人材のことで、
本学は地域に資する人材を継続して育成し、
輩出しています。地域人材教育開発機構では、
この三重創生ファンタジスタの養成に向けて
全学をリードしています。
三重創生ファンタジスタの今後の活躍に
ぜひご期待ください。

三重創生ファンタジスタを
育成しています！

三重大学では、「三重大学キャリア教育方
針」を定め、大学教育の一環として、2019年
度の新入生からインターンシップの卒業要件
化を決め、これを教育の質保証に係る重要な
要素ととらえ、教育的インターンシップと称す
ることとしました。
地域人材教育開発機構では、教育的インタ
ーンシップを確実に、かつ円滑に推進するた
め、各学部との連携を強めたり、県内企業を
はじめとする企業、公的機関や団体にご協力
いただきインターンシップの受入先を開拓し
たりと、さまざまな取組を行っています。
三重大学の教育的インターンシップにご注

目ください！

教育的インターンシップを
推進しています！

地域人材育成推進会議地域人材育成推進会議
「地域人材育成と若者を地域に止め置く
機能」の強化を最重要課題としている本学
にとってのアドバイザリーボードとして機能
する会議です。
本学のステークホルダーである自治体

（県・市町）、産業界、高等学校関係者等から、
人材育成に向けた教育に対しての助言や提
言を得るために設置しました。
本会議で出された助言や提言は、各学部・
研究科における改革のための議論や、地域
人材教育開発機構による教育改善・教育開
発の検討作業に反映されます。それにより、
全学が連携して一体となった取組を生み出
していきます。

感じる力 
感性、共感、主体性

考える力 
幅広い教養、専門知識・技術、論理的・批判的思考力

コミュニケーション力 
表現力（発表・討論・対話）、リーダーシップ・フォロワーシップ、
実践外国語力

生きる力 
問題発見・解決力、心身の健康に対する意識、社会人として
の態度・倫理観
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地方創生に資する地域人材育成の
学位プログラムと学習成果の
質保証システム等の開発
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学生、保護者、受験生、同窓生、
高等学校、地方自治体、
企業、地域住民等

ステークホルダー

全学の教育方針や内容等
について検討・審議


